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3月定例市議会

ーさらなる創造に向けてー

3月定例市議会は、 3月8日から 22日までの

15日間で開催されました。 予算関係23件、条例

関係35件、人事案件3件、議員提出案件1件、

その他8件の計70件が提出され審議されました。

第4次大洲市総合計画

後期基本計画スタートノ

きらめき大洲21
~肱JlIに映える地域中核都市をめざして~

oより美しいまちづくり

・肱川とともに生きるまちづくり

-歴史-文化のかおり高いまちづくり

oより安全で安心できるまちづ‘くり

-健康と福祉のまちづくり

・うるおいのある快適なまちづくり

oより活力のあるまちづくり

-いきいきと働くまちづくり

-地域基盤の整備されたまちづくり

長市田品。る
up

西
暦
二
O
O
O
年
と
い
う
節
目
を

そ
迎
え
、
世
界
に
お
け
る
社
会
・
経
済

対
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
わ

散
が
国
も
ま
た
新
し
い
時
代
に
向
け
て

計
大
き
な
転
換
期
に
立
っ
て
い
ま
す
。

議
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
築
き
上
げ

念品本
て
き
た
政
治
、
経
済
、
社
会
の
価
値

絵
観
は
崩
れ
、
国
際
社
会
に
壮
け
る
責

而

任
と
役
割
の
増
大
、
経
済
不
況
に
よ

企
る
世
代
聞
を
越
え
た
雇
用
不
安
や
産

業
の
空
洞
化
、
少
子
・
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
な
ど
克
服
す
べ
き
課
題
が

山
積
み
で
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

地
方
行
政
に
お
い
て
も
、
分
権
を

は
じ
め
、
情
報
公
開
、
介
護
保
険
の

実
施
、
行
財
政
改
革
な
ど
多
く
の
課

題
に
直
面
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
需
要

に
ど
う
応
え
、
来
る
べ
き
二
十

一
世

紀
の
新
し
い
時
代
を
ど
う
切
り
開
い

て
い
く
の
か
、
今
こ
そ
、
各
自
治
体

の
真
価
と
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

二
十

一
世
紀
を
先
取
り
し
た
都
市
基

盤
、
産
業
、
福
祉
、
文
化
に
わ
た
る

施
策
が
開
花
の
と
き
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る

も
の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
洲
市

長
桝

田

輿

2 

平
成
十
二
年
度
の
財
政
は
、
依
然

と
し
て
園
、
地
方
を
通
じ
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
従

来
に
も
ま
し
て
厳
し
い
も
の
と
い
え

ま
す
。
こ
の
た
め
、
『
新
大
洲
市
行

政
改
革
大
綱
」
の
方
針
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
、
経
費
支
出
の
効
率
化
と

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的

・
効
率
的

な
配
分
に
努
め
な
が
ら
、
「
地
域
経

済
の
再
生
」
「
少
子
・
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
」
「
環
境
の
保
全
」
「
自
主

的
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、

本
市
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
向
け

て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
諸
施

策
を
推
進
す
る
考
え
で
す
。

な
お
、
市
の
将
来
像
、
課
題
、
目

標
な
ど
を
定
め
る
「
第
四
次
大
洲
市

総
合
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
早
く

も
前
期
五
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
は
、
今
後
五
年

間
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
な
る

後
期
基
本
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
き
ら
め
き
大
洲

n
l
肱
川
に
映
え

る
地
域
中
核
都
市
を
め
ざ
し
て
」

の
将
来
像
に
加
え
、
新
た
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
新
時
代
へ
の
飛
躍
ー

さ
ら
な
る
創
造
に
向
け
て
l
」
を
設

定
し
、
地
方
分
権
と
い
う
新
し
い
時

代
に
向
け
、
地
域
の
自
立
を
目
指
し

た
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
の
大
洲
市
に
創
造
的
、
独
創

的
な
す
ば
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
る
た

め
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
決
意

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



5月号広報ああず 2000

平
成
十
一

一
年
度
の
重
点
施
策

よ
り
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

肱
川
と
と
も
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り

-
自
然
・
環
境
の
保
全

生
活
排
水
の
浄
化
対
策
を
進
め
る
た

め
に
、
肱
北
地
区
の
公
共
下
水
道
の
計

画
的
な
整
備
促
進
を
図
り
、
併
せ
て
肱

南
処
理
区
及
び
八
多
喜
地
区
農
業
集
落

排
水
へ
の
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

-
景
観
の
保
全
・
創
出

肱
南
地
区
の
歴
史
的
町
並
み
の
保
全

事
業
を
推
進
し
、
肱
川
沿
い
の
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
に
努
め
ま
す
。

-
市
民
参
加
の
環
境
・
景
観
保
全

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
の
拡

充
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
台
所
用
水
切

ネ
ッ
ト
の
配
布
を
通
し
て
環
境
保
全
に

対
す
る
市
民
の
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

歴
史
・
文
化
の

か
お
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

・
学
校
教
育

大
洲
南
中
学
校
の
大
規
模
改
造
、
久

米
小
学
校
の
増
築
、
平
野
中
学
校
第
二

グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
の
取
得
を
は
じ
め
、

水
旅
プ
l
ル
の
補
修
や
整
局
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
更
新
な
ど、

う
る
お
い
と
ゆ
と
り

の
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

-
い
じ
め
問
題

「
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」
及

び
校
区
別
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の

充
実
を
図
り
、
保
護
者
や
地
域
社
会
と

の
連
携
・
強
化
し
て
問
題
解
決
に
努
め

議
案
説
明

要
旨
よ
り

ま
す

0

・
生
涯
学
習
の
振
興

公
民
館
等
を
拠
点
に
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
幅
広
い
学
習
機
会
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

-
同
和
教
育

関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
学
習
機
会
や
啓
発
活
動
の
充
実
に

よ
り
、
相
互
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、

生
き
が
い
の
も
て
る
共
生
社
会
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

-
大
洲
繍
天
守
閣
の
復
元

天
守
閣
復
元
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
夢
を
の
せ

た、

市
民
手
づ
く
り
の
天
守
閣
の
復
元
。

平
成
十
六
年
の
完
成
を
目
指
し
、
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

よ
り
安
全
で

安
心
で
き
る
ま
ち
。
つ
く
り

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

-
地
域
医
療

市
立
大
洲
病
院
の
医
療
従
事
者
の
人

材
確
保
と
最
新
医
療
機
器
の
導
入
を
進

め、

よ
り
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

-
健
康
、つ
く
り

保
健
セ
ン
タ
ー
を
健
康
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
に
よ

る
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
や
乳
児
・

母
子
・
老
人
家
庭
へ
の
訪
問
導
入
な
ど

保
健
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

-
高
齢
者
福
祉

す
べ
て
の
高
齢
者
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

-
介
護
保
険
制
度

適
正
な
被
保
険
者
の
資
格
管
理
や
公

正
で
公
平
な
要
介
護
・
要
支
援
認
定
に

努
め
る
と
と
も
に
、
介
護
支
援
事
業
者

の
支
援

・
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
認
定
に
お
い
て
非
該

当
と
な
っ
た
老
人
に
対
し
て
は
「
生
き

が
い
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
新

設
し
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
と
も

に
、
各
地
区
で
介
護
教
室
を
開
催
し
、

地
域
と
一

体
と
な
っ
た
介
護
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

-
障
害
者
福
祉

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
、
手
話

奉
仕
員
の
派
遣
、
心
身
障
害
者
共
同
作

業
所
へ
の
支
援
な
ど
、
障
害
児
・
者
の

社
会
参
加
と
自
立
に
努
め
ま
す
。

-
児
童
福
祉

大
洲
保
育
所
並
び
に
大
洲
児
童
館
の

移
転
改
築
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
一

方
、
保
育
所
・
児
童
遊
園
な
ど
の
整
備

充
実
を
図
り
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

-
住
環
境
の
整
備

市
営
住
宅
で
は
、
中
・
長
期
的
視
野

に
た
っ
た
計
画
を
策
定
し
て
良
好
な
住

宅
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
勤
労
者

住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
肱
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
、
上
下
水
道
の
整
備
な
ど
に
よ

り
将
来
の
都
市
化
に
備
え
、
新
た
に
東

若
宮
地
区
土
地
区
画
整
理
備
事
業
に
着

手
し
ま
す
。

-
水
道
事
業

将
来
に
お
け
る
人
口
増
も
視
野
に
入

れ
、
上
水
道
第
五
次
拡
張
事
業
に
よ
る

安
定
給
水
の
確
保
と
給
水
不
良
地
区
の

解
消
に
努
め
、
安
全
で
お
い
し
い
水
の

安
定
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

-
ご
み
の
減
量
化

新
た
に
「
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
設

置
事
業
補
助
制
度
」
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改
造
を

進
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
資
源
循
環
型

の
ま
ち
づ
く
り
、

市
民
参
加
に
よ
る
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

-
防
災
対
策

「国
直
轄
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
」
に
よ
り
、
治
水
安
全
度
は

大
幅
に
改
善
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

依
然
浸
水
被
害
の
続
く
久
米
並
び
に
菅

団
地
区
の
早
期
河
川
改
修
を
図
る
た
め
、

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
下
流
域
の
改
修
を

長
浜
町
と
と
も
に
全
力
を
あ
げ
て
進
め

ま
す
。
企
業
の
集
積
化
が
進
む
拠
点
都

市
地
域
に
対
し
て
は
二
線
堤
的
市
道
と

な
る
東
大
洲
三
十
号
線
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
出
水
時
の
水
防
団
の
避
難
場

所
、
地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
な
る
市

防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
の
研
修
の
場
と
し
て

も
有
効
活
用
し
て
、
そ
の
育
成
強
化
を

図
り
、
地
域
防
災
体
制
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

よ
り
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

い
き
い
き
と
働
く
ま
ち
づ
く
り

-
農
業

青
年
農
業
者
、
女
性
農
業
者
の
育
成
、

新
規
就
農
者
に
対
す
る
情
報
提
供
な
ど

営
農
指
導
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別

対
策
事
業
に
よ
り
経
営
の
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
、
農
村
の
基
盤
整
備
を
進
め
、

環
境
と
調
和
し
た
環
境
保
全
型
農
業
を

推
進
し
ま
す
。

-
林
業

林
業
の
基
盤
整
備
と
生
産
性
の
向
上

を
図
り
、

「大
洲
市
森
林
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
地
域
林
業
の
振
興
に
努
め

ま
す
。

-
商
工
業

「中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

を
基
に
、
個
性
化

・
多
様
化
す
る
消
費

者
ニ

l
ズ
に
合
っ
た
魅
力
あ
る
商
庖
街

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
高
速
自
動
車
道

の
開
通
を
見
据
え
た
観
光
振
興
策
と
し

て
、
大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
、
肱
南
歴

史
の
道
周
辺
整
備
、
肱
川
景
観
保
全
事

業
な
ど
新
た
な
観
光
資
源
の
創
出
に
努

め
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

地
域
基
盤
の

整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

-
道
路

・
交
通
網

市
道
田
口
徳
森
線
、
弁
天
田
野
々
線
、

大
洲
徳
森
線
及
び
都
市
街
路
若
宮
天
満

線
、
若
宮
東
大
洲
線
の
整
備
促
進
に
よ

り
、
高
速
ア
ク
セ
ス
の
機
能
強
化
と
都

市
間
交
通
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、

継
続
し
て
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
新
冨

土
橋
か
ら
渡
場
開
及
び
大
洲
南
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
接
続
道
路
と
な
る
一

般
国
道
一
九
七
号
、
国
道
四
四

一
号、

国
道
五
六
号
(
若
宮
交
差
点
改
良
)
、

主
要
地
方
道
大
洲
長
浜
線
な
ど
に
つ
い

て
は
、
早
期
完
成
が
図
れ
る
よ
う
関
係

機
関
に
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
道

路
に
つ
い
て
は
、
機
能
強
化
を
図
り
、

安
全
快
適
な
道
路
網
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

3 



5月号広報ああず 2000

度年12 成

当初予算の状況

平

一般会計 143億3，000万円(6.0%増)

特別会計 106億9，494万円 (18.90/0増)

企業会計 50億9，061万円(0.4%減)

総 額 301億1，555万円(9.0%増)
、壬

一
般
会
計
歳
入
予
算
額
百
四
十

三
億
三
千
万
円
の
う
ち
、
自
主
財

源
(
市
税
、
手
数
料
、
財
産
収
入

な
ど
)
は
、

四
十
七
億
五
千
二
百

三
十
六
万
円
で
、
全
体
の
三
十
三

・

二

%
を
占
め
、
昨
年
と
比
べ
る
と

二
億
四
百
八
十
四
万
円

(約
四
・一

%
)
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
依
存
財
源
(
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
)
は
九
十

五
億
七
千
七
百
六
十
四
万
円
で
、

昨
年
よ
り
も
十
億
千
四
百
八
十
四

万
円
(
約
十
一

・九
%
)
増
加
し

ま
し
た
。

区 分 当初予算 対前年度比

般 ~ 計 1，433，000万円 6.0略

国民健康保険 330，145 5.8 
老 人 保 健 467，919 ム 4.2

特 国民健康保険診療所 2，543 4.3 
簡 易 水 道 20，441 69.5 

別
交通傷害保障 985 2.7 
土地取得造成 1，846 ム 6.2
住宅新築資金等貸付事業 4，524 ム 3.4

1τ広』
農業集落排水事業 3，003 5.8 
公共 下水道 事業 61，052 ム 11.3

計 駐車場事業 5，088 ム1.0
介 護 保 険 171，948 皆増

計 1，069，494 18.9 

i人工二
水 道事業 149，633 ム 5.5

業A、
病院事業 358，697 2.0 
工業 用水道 事業 731 ム 4.2

計
小計 509，061 ム 0.4

1ロ』 計 3，011，555 9.0 

平成12年度の予算規模

平成 12年度の主な事業費
総務

o地方拠点都市基盤整備事業費 4，343万円

。行政情報ネットワークシステム推進事業費

1，782万円

費

800万円

300万円

374万円

1，230万円

0伊予~大洲間 ・四国縦貫自動車道全線

開通記念広域イベント経費

0安曇川町との友好都市交流促進事業費

o中学生海外派遣研修事業費

0交通安全施設整備事業費

衛 生費

0斎場建設事業費(周辺地域環境整備事業を含む)

8億8，068万円

。じん芥処理及びごみ減量化推進事業費

1億6，105万円

231万円

1，080万円

0電気式生ごみ処理機等設置事業費

0合併処理浄化槽設置事業費

0簡易水道特別会計繰出金

(舟原地区飲料水供給施設事業費ほか)

4 

3，449万円

1，080万円

300万円

1，152万円

908万円

2億7，353万円

民 生費

0少子化対策児童福祉施設整備事業費

(少子化対策臨時特例交付金事業)

0老人生活管理者指導員派遣事業費

o家族介護者へんパー受講支援事業費

0生きがい老人デイサービス事業費

0介護保険利用者特別対策事業費

0介護保険特別会計繰出金

7，928万円

農林水産業費
o農地情報管理システム整備事業費 525万円

。山村振興等地域連携推進事業費(ロックウーjし

養液(育苗)栽培施設整備事業ほか) 1億2，960万円

。椎茸生産振興事業費 383万円

。林内作業車道開設事業費 1，500万円

。基盤整備促進事業費(小宇根農道改良事業ほか)

2，414万円



5月号

使用料及び手数料
2億3，326万円(1.6%)

繰入金
2億3，410万円(1.6%)

広報ああず 2000

地方交付税

58億1，117万円

(40.6%) 歳入

143億3，000万円

(100%) 

市税

31億5，471万円

(22.0%) 

歳出

143億3，000万円

(100%) 

当初予算の推移
口 企業会計
口特別会計

口一般会計億円

300 

目的別内訳

平
成
ロ
年
度

平
成
口
年
度

平
成
日
年
度

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

平
成
7
年
度

平
成
6
年
度

250 

200 

150 

100 

50 

。

商

8，207万円

410万円

4，000万円

473万円

622万円

837万円

1，591万円

費工

民生費

34億8，701万円

(24.3%) 

衛生費

23億1，488万円

(16.2% ) 

290万円

170万円

679万円

3億7，027万円

費

0災害避難場所標識設置費

0防火水槽新設事業費

。消防団員安全装備品整備経費

o大洲地区広域消防事務組合負担金

防消

費

0街路若宮東大洲線改良事業費 1億5，000万円

。市単独道水路等維持・整備事業費 1億4，046万円

。大洲市及び長浜町肱川等治水対策協議会負担金

300万円

664万円

4，214万円

4億7，105万円

0大洲南中学校大規模改造事業費

0平野中学校第 2屋外運動場整備事業費

1億1，629万円

1，000万円

4，550万円

1，980万円

607万円

1，250万円

木土費

4億528万円

0大洲城天守閣復元事業費

o空庖舗対策補助金

0中小企業振興資金融資預託金

0市内商工団体育成補助金

0市総合宣伝事業推進協議会負担金

0各種観光事業補助金

0家族旅行村管理運営事業費

育教

o河川事業費

0公圏管理・整備費

o公共下水道事業特別会計繰出金

0久米小学校校舎増築関連事業費

o小学校施設改修事業費

0中学校施設改修事業費

0自然教室推進事業費

o公民館施設改修費

5 



5月号広報ああず 2000

今くG)皆さんに

楽し九宅

いt邑厄く taめに

つつじまつりの
交通規制

V
日
時

五
月
三
日
j
七
日
の
九
時

か
ら
十
七
時
ま
で
。

V
交
通
規
制
概
要

地
図
の
と
お
り

国
道
一
九
七
号
か
ら
家
族
旅
行

村
経
由
の
二
車
線
登
山
道
の
登
り

車
線
は
、
期
間
中
(
五
月
三
日
j

七
日
の
九
時
か
ら
十
七
時
)
は
、

パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
-
ハ
イ
ヤ
ー
お

よ
び
オ
!
ト
キ
ャ
ン
プ
場
予
約
者

の
専
用
車
線
と
な
り
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
に
お
い
て

は
、
帝
京
冨
士
学
会
口
前
か
ら
如
法

寺
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
登

山
道
を
利
用
し
て
山
頂
へ
登
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

V
山
頂
周
遊
道
路

(
は
ち
ま
き
道
路
)

は、

一
般
車
両
を
進
入
禁
止
と
し
、

高
齢
者
・
身
体
障
害
者
の
乗
車
し

て
い
る
車
(
た
だ
し
普
通
車
以
下
)

の
み
通
行
可
と
な
り
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
間
中

は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
交
通
指
導
員

・
道
路
標

識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

6 

冨士山つつじまつり交通規制図

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
七
日
ま

で

(た
だ
し
、
五
月

一
日、

二
日
を

除
く
)
冨
士
山
公
園
駐
車
場
を
利
用

す
る
場
合
は
、
整
理
料
金
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
o

v
普
通
乗
用
車

五
百
円

V

マ
イ
ク
ロ
バ

ス

八

百

円

V
パ

ス

千

円

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
商
工
観
光
課
宮
@
2
1
1
1

(
内
線

2
2
3
)

宮

@
2
6
6
4

-
観
光
協
会



5月号広報ああず 2∞o

見
つ
け
よ
う

'田，

)
‘
と
も
の
笑
顔

わ
た
レ
の
笑
顔

五
月
五
日
は
「
子
ど
も
の
日
」。

そ
し
て
、
五
日
か
ら
の
一
週
間
は

「児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

近
年
、
少
子
化
の
進
行
・
共
働
き

家
庭
の
一
般
化
な
ど
、
児
童
や
家
庭

を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
と
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
家
庭

や
社
会
環
境
が
つ
く
れ
る
か
、
み
ん

~ 
5月は赤十字社員

増 強運動月間

5月は「赤十字社員増強運動月

。

な
で
真
剣
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
の
周
り
に
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
私
た
ち
の
国
を
、
未
来
を
支

え
る
大
切
な
力
で
す
。

子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
が
、
安
心

し
て
出
産
や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
企

業、

地
域
社
会
を
含
め
た
社
会
全
体

で
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

、
つ
/

社費募

集運動を実施いたします。

閏Jとして、社員増強、

例年どおり 、各区長さんを通

じてお願いしますので、赤十字

ご協力をお願いします。

運動の趣旨をご理解いただき、

ご支援、

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、
五
月

五
日
の
子
ど
も
の
日
を
中
心
に
し
て

「子
ど
も
の
日
記
念
無
料
相
談
」
を

全
国
弁
護
士
会
で
実
施
し
、
子
ど
も

の
人
権
侵
害
救
済
の
た
め
の
相
談
活

動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
今
年
も
次

の
と
お
り
、
電
話
相
談
(
面
談
も
可
)

を
実
施
し
ま
す
。
い
じ
め
、
体
罰
、

登
校
拒
否
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
弁
護
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

{日
時
】

平
成
十
二
年
五
月
十
三
日
出

十
時
i
十
二
時
、
十
三
時
i
十
五
時

{場
所
】

愛
媛
弁
護
士
会
館

【電
話
番
号
}

代
0
8
9
・
9
4
1
・
6
9
9
0

国
民
年
金
の
保
険
料
は

据
え
置
き
で
す

「
今
の
う
ち
か
ら
老
後
の
蓄
え
な
ん

か
・:
」
と
い
わ
ず
、
家
族
の
将
来
を

考
え
て
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
保
険
料

は
今
す
ぐ
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
保
険
料
の
口
座
振
替
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
あ
な
た

の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
か
ら
毎
月

自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

O
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
、
保
険
料
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
十

二
年
四
月
か
ら
も
、
昨
年
度
と
同
じ

一
万
三
千
三
百
円
で
す
。

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者

・
学
生

な
ど
第
一
号
被
保
険
者
及
び
任
意
加

入
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
が
将
来
、
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、

加
入
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と

納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
納
め
な

い
ま
ま
で
放
っ
て
お
く
と
、
老
後
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
万
一
の
場
合
に

も
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な

り
ま
す
。

「
保
険
料
を
か
け
て
も
・:
」
と
か

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の

販
売
眉
募
集
中

f

一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減

量
化
と
堆
肥
と
し
て
の
資
源
化
を
図

る
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
生
ご

み
処
理
器
(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
に
加
え

て
六
月
一
日
か
ら
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
に
も
補
助
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

を
販
売
し
て
い
た
だ
く
商
品
小
売
業

及
び
ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
小
売
り
商
屈
な
ど
は
、

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

7 



5月号広報6おず 2000

平成12年度

人事異動を大洲市

ますしお知らせ

異
動
の
基
本
方
針

大
洲
市
は
、
四
月
一
日
付
け
で

二
百

二
十

一
名
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
の
基
本
方
針
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

一
社
会
経
済
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化

に
対
応
し
、
第
四
次
大
洲
市
総
合

(
後
期
)
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

新
大
洲
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き

効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
、
執
行
体
制
の
整
備
を
図
る
。

二
「
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
、
活
力

の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
実
態
に
合
っ

た
執
行
体
制
の
一
部
見
直
し
を
行
い
、

適
材
適
所
主
義
の
原
則
に
た
っ
て
有

能
な
人
材
を
抜
擢
す
る
と
と
も
に
、

女
性
職
員
の
登
用
を
図
り
、
職
場
に

活
力
と
清
新
さ
を
導
入
す
る
。

三
本
格
的
な
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、

地
方
拠
点
都
市
地
域
へ
の
優
良
企
業

誘
致
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
た

O
は
昇
任
、

)
内
は
旧
任
で
す
。

本

庁

関

係

【
部
長
級
】

V
総
務
部
長

O
富
永
俊
平
(
総
務
財
政

課
長
)

V
建
設
農
林
部
長
[
兼
大
洲
市

及
び
長
浜
町
肱
川
等
治
水
対
策
協
議
会

事
務
局
長
]

二
宮
政
勝
(
阿
部
長
)

V
大
洲
病
院
事
務
長
兼
事
務
課
長

O
回

上
隼
蔵
(
市
長
公
室
長
)

V
教
育
委
員

会
・
教
育
部
長
兼
総
務
課
長

O
林
臼
幸

利
(
税
務
課
長
)

【
課
長
級
】

V
市
長
公
室
長
西
野
茂

一
郎
(
企
画

調
整
課
長
)

V
総
務
財
政
課
長
上
村

孝
康
(
商
工
観
光
課
長
)

V
税
務
課
長

め
、
四
国
通
産
局
へ
引
き
続
き
職
員

一
名
を
派
遣
す
る
。

四
機
構
な
ど
に
つ
い
て

山
「
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
る
水
害

の
な
い
ま
ち

e

つ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
た
、
肱
川
流
域
の

一
体
的
な

治
水
対
策
事
業
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
、
長
浜
町
と
共
同
の
事
務

処
理
組
織
を
設
置
し
、
県
職
員
の

派
遣
を
受
け
て
体
制
の
強
化
を
図

ヲ
心
。

凶
大
洲
城
天
守
閣
復
元
を
含
め
た

「
ま
ち
守
つ
く
り
」
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
商
工
観
光
課
の
体

制
を
強
化
す
る
。

同
介
護
保
険
制
度
に
伴
う
保
険
料

の
徴
収
業
務
な
ど
、
事
務
量
の
増

大
に
対
応
す
る
た
め
、
税
務
課
へ

職
員
を
増
員
し
て
執
行
体
制
を
強

化
す
る
。

凶
福
祉
施
設
の
体
制
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
施
設
職
員
の
処
遇
改

善
を
図
る
。

佐
々
木
義
夫
(
保
険
環
境
課
長
)

V

監
理
課
長
西
山
隆
夫
(
社
会
福
祉
課

長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
)

V
市
民
課
長

O
城
戸
秀
光
(
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
)

V
企
画
調
整
課
長

O
小
島
健
市

(
総
務
財
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
)

V

商
工
観
光
課
長

O
山
田

一
昭
(
地
方
拠

点
都
市
対
策
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
管

理
第
一
係
長
)

V
保
険
環
境
課
長

O
清

水

一
志
(
議
会
事
務
局
主
幹
兼
次
長
兼

庶
務
係
長
兼
調
査
係
長
)

V
社
会
福
祉

課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
白
石
隆
蕎

(
監
理
課
長
)

V
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
二
宮
貞
幸
(
教
育

委
員
会
・
社
会
教
育
体
育
課
長
)

V
建

設
農
林
部
付
課
長
[
大
洲
市
及
び
長
浜

町
肱
川
等
治
水
対
策
協
議
会
事
務
局
次

長
]
山
田
康
晴
(
愛
媛
県
)

V
愛
媛
県

教
育
委
員
会
伊
東
克
夫
(
教
育
委
員

会
・
学
校
教
育
課
長
)
V
教
育
委
員
会
・

学
校
教
育
課
長
土
居
義
彦
(
愛
媛
県

教
育
委
員
会
)

V
教
育
委
員
会
・
社
会

教
育
体
育
課
長
稲
谷
浩
一
(
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

V
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長

O
堀
泰
男
(
教
育
委
員
会
・

総
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一

係
長
)

V
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O

松
田
宗
彦
(
同
課
長
補
佐
兼
収
納
第
一

係
長
)

V
市
民
課
主
幹
兼
謀
長
補
佐

O

信
尾
静
(
同
課
長
補
佐
)

V
保
険
環
境

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
環
境
保
全
係
長

O
垣
内
哲
(
同
課
長
補
佐
兼
環
境
保
全

係
長
)

V
都
市
整
備
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
建
築
係
長
和
田
博
(
同
主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
建
築
第

一
係
長
)

V
都
市

整
備
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画

係
長

O
坂
本
慎
(
同
課
長
補
佐
兼
都
市

計
画
係
長
)

V
農
林
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
O
松
岡
良
明
(
同
課
長
補
佐
)

然

。本
ω
叩
守
本
会
，
w
叩令市中
J

本
u
市中
也市中
υ本一
um
中
ω
本
ψ

本
議

場

ヨ
凶
手

ク
ム岬

品喝

〆
沿
『

J
-A

一

場

単
珂

輸
回
調
『
-
V
川
河

一
由
回
、
、
-

-

刻一-宗主

回、

邑

ィ

ド

品
明

G
幽
一.て

阿

国

司

、

品胃

除

、
よ
翠
「
も

ウ
桝

ムザ

伊
一
L
C
時
剛
一
包
て
長
E

ツ

ムヤ

品
胃

d
r
-
K
R
F、
，
豆
町

一
プ

品
明

暗

jr-
ご

しν一
株

A
喝

d
h齢
馬
、

一
場

料

A
旬、

ゴ
料

粍
恭
ω
誉
本
ω
叩中
山本
ω
本
υ本
U

叩守山中
ω
本
ω
加中
。本
ω
本
山
誌

{課
長
補
佐
】

V
総
務
財
政
課
長
補
佐

二
宮
隆
久

(
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
)

V
会

計
課
長
補
佐
矢
野
友
子
(
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長
)

V
税
務
課
長
補
佐

《
口
岡
明
(
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
第

一

係
長
)

V
企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
電
算

8 

第
一
係
長

O
平
田
隆
志
(
問
主
任
専
門

員
兼
電
算
第

一
係
長
)

V
商
工
観
光
課

長
補
佐

O
蔵
本
和
孝
(
都
市
整
備
課
主

任
専
門
員
兼
建
築
第
二
係
長
)

V
商
工

観
光
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り
対
策
第

一
係
長

O
井
上
徹
(
同
事
務
専
門
員
兼

ま
ち
づ
く
り
対
策
係
長
)

V
地
方
拠
点

都
市
対
策
課
長
補
佐
兼
管
理
第

一
係
長

O
松
本
政
志
(
高
齢
福
祉
課
主
任
専
門

員
兼
障
害
福
祉
係
長
)

V
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
次
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
次

長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
西
山
茂
寿

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ

1
次
長
兼
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次

長
兼
予
防
係
長
)

V
建
設
課
長
補
佐
兼

高
速
道
整
備
推
進
担
当
西
岡
道
泰

(
同
課
長
補
佐
兼
高
速
道
整
備
推
進
担

当
兼
維
持
第

一
係
長
)

V
建
設
課
長
補

佐
兼
管
理
第

一
係
長

O
徳
永
善
彦
(
都

市
整
備
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第
一
係

長
)

V
建
設
農
林
部
付
課
長
補
佐

[
大

洲
市
及
び
長
浜
町
肱
川
等
治
水
対
策
協

議
会
肱
川
等
治
水
対
策
室
長
補
佐
]

二
宮
勝
(
建
設
農
林
部
付
課
長
補
佐
兼

肱
川
等
治
水
対
策
室
次
長
)

V
下
水
道

課
長
補
佐
兼
業
務
第
一
係
長

O
藤
田
修

(
同
事
務
専
門
員
兼
業
務
第
二
係
長
)

V
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
第

一
係
長

O

新
野
武
男
(
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
市

民
税
係
長
)

V
教
育
委
員
会
・
総
務
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
冨
士
輝
明
(
大

洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
派
遣
[
清
流

園
長
補
佐
]
)
V
農
業
委
員
会
事
務
局

次
長
三
瀬
正
勝
(
下
水
道
課
長
補
佐

兼
業
務
第
一
係
長
)

V
議
会
事
務
局
次

長
兼
庶
務
係
長
水
井
政
信
(
保
険
環

境
課
長
補
佐
兼
生
活
衛
生
第

一
係
長
)

{
主
任
専
門
員
}

V
総
務
財
政
課
主
任
専
門
員
兼
財
政
第

一
係
長

O
松
本
一
繁
(
同
事
務
専
門
員
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兼
財
政
第
一
係
長
)

V
総
務
財
政
課
主

任
専
門
員
兼
行
政
係
長

O
曽
根
恭
輔

(
向
事
務
専
門
員
兼
行
政
係
長
)

V
商

工
観
光
課
主
任
専
門
員
兼
商
工
観
光
第

一
係
長

O
吉
岡

一
(
同
事
務
専
門
員
兼

商
工
観
光
係
長
)

V
保
険
環
境
課
主
任

専
門
員
兼
生
活
衛
生
第
一
係
長

O
木
村

昭
博
(
同
事
務
専
門
員
兼
生
活
衛
生
第

二
係
長
)

V
建
設
-
謀
主
任
専
門
員
兼
維

持
係
長

O
有
友
貞
夫
(
同
技
術
専
門
員

兼
維
持
第
二
係
長
)

V
建
設
課
主
任
専

門
員
兼
工
務
第
一
係
長

O
上
田
信
幸

(
同
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
二
係
長
)

V
建
設
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
二
係

長

O
井
口
康
徳
(
下
水
道
課
技
術
専
門

員
兼
工
務
第
二
係
長
)

V
水
道
諜
主
任

専
門
員
兼
工
務
第
二
係
長

O
石
丸
禎
時

(
建
設
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第

一
係

長
)

V
下
水
道
課
主
任
専
門
員
兼
工
務

第
二
係
長

O
白
石
良
一
(
水
道
課
技
術

専
門
員
兼
工
務
第
二
係
長
)

V
農
林
課

主
任
専
門
員
兼
国
土
調
査
第
一
係
長

O

東
谷
忠
俊
(
同
技
術
専
門
員
兼
国
土
調

査
第
一
係
長
)

V
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
主
任
専
門
員
兼
選
挙
係
長

O
亀
井

要
和
(
同
事
務
専
門
員
兼
選
挙
係
長
)

V
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
派
遣

[
清
流
園
主
任
専
門
員
兼
管
理
第

一
係

長
]

山
本
幸
一
(
教
育
委
員
会
・
総

務
課
主
任
専
門
員
兼
管
理
第
二
係
長
)

{
専
門
員
】

V
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
市
民
税
係
長

篠
原
雅
人
(
水
道
課
事
務
専
門
員
兼

業
務
第
一
係
長
)

V
税
務
課
事
務
専
門

員
兼
固
定
資
産
税
係
長

O
村
田
泰
志

(
同
固
定
資
産
税
係
長
)

V
企
画
調
整

課
事
務
専
門
員
兼
企
画
調
整
係
長

O
赤

坂
知
之
(
同
企
画
調
整
係
長
)

V
商
工

観
光
課
事
務
専
門
員
兼
ま
ち
づ
く
り
対

策
第
二
係
長
武
田
康
秀
(
市
長
公
室

ややややややややややや

子どぢてD日
ややややややややややや

事
務
専
門
員
兼
職
員
第
一
係
長
)

V
地

方
拠
点
都
市
対
策
課
事
務
専
門
員
兼
管

理
第
二
係
長

O
武
知
省
吾
(
同
管
理
第

二
係
長
)

V
保
険
環
境
課
事
務
専
門
員

兼
老
人
保
険
係
長

O
西
岡
典
子
(
同
老

人
保
険
係
長
)

V
社
会
福
祉
課
事
務
専

門
員
兼
庶
務
係
長
兼
女
性
係
長

O
松
岡

千
恵
子
(
市
民
課
市
民
係
長
)

V
大
洲

隣
保
館
事
務
専
門
員
兼
指
導
係
長

O
松

本
徹
(
向
指
導
係
長
)

V
高
齢
福
祉
課

事
務
専
門
員
兼
障
害
福
祉
係
長

O
矢
野

豊
明
(
大
洲
福
祉
会
館
指
導
係
長
)

V

高
齢
福
祉
課
事
務
専
門
員
兼
高
齢
者
福

祉
係
長

O
篠
原
喜
英
(
岡
高
齢
者
福
祉

係
長
)

V
大
洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
職

業
指
導
係
長
井
上
利
男
(
同
事
務
専

門
員
兼
職
業
指
導
第

一
係
長
)

V
農
林

課
事
務
専
門
員
兼
営
農
係
長

O
武
田
真

彦

(
同
営
農
係
長
)

V
教
育
委
員
会
・

学
校
教
育
課
事
務
専
門
員
兼
学
校
教
育

係
長
大
野
令
子
(
農
林
課
事
務
専
門

員
兼
管
理
係
長
)

V
教
育
委
員
会

・
社

会
教
育
体
育
課
事
務
専
門
員
兼
社
会
教

育
係
長

O
山
崎
重
信
(
同
社
会
教
育
係

長
)

V
八
多
喜
公
民
館
事
務
専
門
員
兼

係
長
兼
人
多
喜
連
絡
所
長

O
大
野
浩
司

(
同
係
長
兼
同
連
絡
所
長
)

V
農
業
委

員
会
事
務
局
事
務
専
門
員
兼
農
地
係
長

O
堺
孝
司
(
同
農
地
係
長
)

V
議
会
事

務
局
事
務
専
門
員
議
事
係
長

O
森
野
啓

二

(
同
議
事
係
長
)

{係
長
}

V
市
長
公
室
職
員
係
長
高
岡
公
重

(
同
職
員
第
二
係
長
)

V
総
務
財
政
課

広
報
広
聴
係
長
矢
野
雅
之
(
南
久
米

公
民
館
係
長
兼
南
久
米
連
絡
所
長
)

V

税
務
課
収
納
第

一
係

長

中

岡

透

至

(
同
収
納
第
二
係
長
)

V
税
務
課
収
納

第
二
係
長

O
新
幸
枝
(
同
総
括
主
査
)

V
税
務
課
収
納
第
三
係
長

O
河
野
秀
伴

(
水
道
課
主
査
)

V
市
民
課
国
民
年
金

第

一
係
長

山
本
稔
(
同
国
民
年
金
係

長
)

V
市
民
課
国
民
年
金
第
二
係
長

矢
野
志
津
香
(
大
洲
学
園
児
童
指
導
第

二
係
長
)

V
市
民
課
市
民
係
長

O
井
上

ゆ
か
り
(
保
険
環
境
謀
総
括
主
査
)

V

商
工
観
光
課
商
工
観
光
第
二
係

長

泉

浩
嗣
(
総
務
部
付
係
長

[四
国
通
商
産

業
局
]
)

V
保
険
環
境
課
生
活
衛
生
第

二
係
長

O
富
永
恵

一
(
税
務
課
主
査
)

V
保
健
セ
ン
タ
ー
予
防
係
長
松
本
幸

子
(
清
和
国
庶
務
係
長
)

V
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
指
導
第
二
係
長
伊
賀
宣
子

(
清
和
国
給
食
係
長
)

V
大
洲
学
園
成

人
指
導
第
一
係
長

山
本
賢
(
同
職
業

指
導
第
二
係
長
)

V
大
洲
学
園
児
童
指

導
第
二
係
長
上
野
康
広
(
総
務
財
政

課
広
報
広
聴
係
長
)

V
清
和
国
庶
務
係

長
O
金
淳
功
(
下
水
道
課
主
査
)

V
建

設
謀
工
務
第
三
係
長

O
竹
本
安
文
(
同

総
括
主
査
)

V
都
市
整
備
課
管
理
第

一

係
長
池
田
至
子
(
同
管
理
第
二
係
長
)

V
都
市
整
備
課
管
理
第
二
係
長

O
谷
野

勝
則
(
税
務
課
主
査
)

V
水
道
課
業
務

第
一
係
長
稲
谷
勝
子
(
同
業
務
第
二

係
長
)

V
水
道
課
業
務
第
二
係
長

O
谷

本
浩
二

(
建
設
課
主
査
)

V
水
道
諜
工

務
第
三
係
長

O
蔵
本
茂
樹
(
同
総
括
主

査
)

V
下
水
道
課
業
務
第
二
係
長

山

下
和
広
(
三
善
公
民
館
係
長
兼
三
善
連

絡
所
長
)

V
農
林
課
農
政
第
二
係
長

O

坪
内
修
(
同
主
査
)

V
農
林
謀
管
理
係

長

O
西
田
義
彦
(
同
主
査
)

V
南
久
米

公
民
館
係
長
兼
南
久
米
連
絡
所
長

O
田

中
純
(
保
険
環
境
課
主
査
)

V
三
善
公

民
館
係
長
兼
三
善
連
絡
所
長

O
青
野
恭

一
(
市
民
課
主
査
)
V
議
会
事
務
局
調

査
係
長

O
徳
石
伊
重
(
同
主
査
)

【総
括
主
査
}

V
税
務
課
総
括
主
査

O
松
井
祐
二

(
同

主
査
)

V
市
民
課
総
括
主
査

O
福
住
重

雄
(
問
主
査
)

V
保
険
環
境
謀
総
括
主

査
新
田
ヨ
シ
子
(
中
央
公
民
館
総
括

主
査
)

V
社
会
福
祉
課
総
括
主
査

O
吉

田
葉
子
(
同
主
査
)

V
社
会
福
祉
課
総

括
主
査

O
向
井

一
代
(
同
主
査
)

V
大

洲
隣
保
館
総
括
主
査

O
松
本
一
房
子
(
同

主
査
)

V
大
洲
福
祉
会
館
総
括
主
査

O

後
藤
忠
明
(
総
務
部
付
主
査
[
愛
媛
県
])

V
大
洲
学
園
総
括
主
査

O
成
川
明
子

(
同
主
査
)

V
清
和
国
総
括
主
査

O
清

水
ち
は
る
(
問
主
査
)

【
主
査
}

V
地
方
拠
点
都
市
対
策
課
主
査

O
門
多

広
樹
(
向
上
級
主
事
)

V
保
険
環
境
課

主
査

山
本
富
之
(
大
洲
学
園
指
導
員
)

V
高
齢
福
祉
課
主
査

O
中
島
清
和
(
教

育
委
員
会

・
社
会
教
育
体
育
課
上
級
主

事
)

V
建
設
課
主
査

O
窪
田
敬
(
向
上

級
主
事
)

V
建
設
課
主
査

O
中
岡
和
子

(
向
上
級
主
事
)

V
大
洲
病
院
事
務
課

主
査

O
隅
田
充
(
向
上
級
主
事
)

V
大

洲
病
院
事
務
課
主
査

O
三
好
治
(
向
上

級
主
事
)

V
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

主
査

O
祖
母
井
透
(
同
上
級
主
事
)

V

教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
体
育
課
主
査

O
佐
野
定
弘
(
向
上
級
主
事
)

{主
事
な
ど
}

V
税
務
課
上
級
主
事

O
福
島
誠
人
(
同

課
)

V
税
務
課
上
級
主
事

O
信
尾
肇
典

(
同
課
)

V
企
画
調
整
課
上
級
主
事

O

槍
田
剛
(
同
謀
)

V
社
会
福
祉
課
宇

都
宮
育
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

V
社
会

福
祉
課
上
級
主
事

O
山
本
和
哉
(
同
課
)

V
農
林
課
上
級
主
事

O
西
岡
美
恵
子

(
会
計
課
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
上
級

主
事
菊
池
教
(
高
齢
福
祉
課
上
級
主

事
)

V
大
洲
病
院
事
務
課
上
級
主
事

O

竹
田
彰
(
保
険
環
境
課
)

V
市
長
公
室

田
中
宏
明
(
建
設
課
)

V
会
計
課

西
国
ゆ
か
り
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
V
税

務
課
徳
永
吉
和
(
大
洲
病
院
事
務
課
)

V
市
民
課
磯
崎
英

一
(
大
洲
病
院
事

務
課
)

V
市
民
課
大
和
田
良
江
(
教

育
委
員
会
・
同
和
教
育
課
)

V
総
務
部

付
[
四
国
通
商
産
業
局
]
主
井
修
司

(
商
工
観
光
課
)

V
保

険

環

境

課

大

塚
茂
央
(
農
林
謀
)
V
大

洲

学

園

冨

永
幸
(
市
民
課
)
V
清
和
菌
兵
頭
三
佳

(
大
洲
病
院
)

V
建
設
課
谷
野
秀
明

(
商
工
観
光
課
)

V

建
設
農
林
部
付

[
大
洲
市
及
び
長
浜
町
肱
川
等
治
水
対

策
協
議
会
肱
川
等
治
水
対
策
室
]
往
田

秀
樹
(
建
設
農
林
部
付
・
肱
川
等
治
水

対
策
室
)

V
教
育
委
員
会

・
同
和
教
育

課
後
藤
治
子
(
市
民
課
)

V
中
央
公

民
館

二
宮
浩
二
(
税
務
課
)

V
大
洲

学
園
村
上
洋
康
(
大
洲
病
院
)
V
清
和

国

山
崎
豊
樹
(
大
洲
学
園
)
V
大
洲
病

院
松
岡
美
喜
子
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

V
大
洲
病
院
白
石
正
和
(
清
和
園
)

日の母
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保

健

婦

V
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼
保

健
指
導
第
一
係
長
白
石
恒
子
(
保
健

セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼
保
健
指
導

係
長
)

V
平
野
連
絡
所
総
括
技
師

O
久

保
京
子
(
平
野
連
絡
所
)

V
新
谷
連
絡

所
総
括
技
師

O
森
野
加
代
(
新
谷
連
絡

所
)

V
八
多
喜
連
絡
所
総
括
技
師

O
白

石
美
月
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

V
保
健
セ

ン
タ
ー
新
穂
サ
チ
子
(
柳
沢
連
絡
所
)

V
柳
沢
連
絡
所
原
田
和
枝
(
八
多
喜

連
絡
所
)

保
育
所
な
ど

【
課
長
補
佐
}

V
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
喜
多
保
育
所

長
O
久
保
友
代
(
喜
多
保
育
所
長
)

V

社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
菅
田
保
育
所
長

O
岩
堀
庸
子
(
育
回
保
育
所
長
)

【
主
任
専
門
員
}

V
主
任
専
門
員
兼
大
洲
保
育
所
長

O
深

井
多
恵
子
(
大
成
保
育
所
長
)

V
主
任

専
門
員
兼
肱
南
保
育
所
長

O
宮
本
末
子

(
同
所
長
)

V
主
任
専
門
員
兼
肱
北
保

育
所
長

O
井
上
日
出
子
(
三
善
保
育
所

長
)

V
主
任
専
門
員
兼
三
善
保
育
所
長

O
小
嶋
弘
子

(上
須
戒
保
育
所
長
)

【
専
門
員
級
】

V
徳
森
保
育
所
長
谷
本
絹
子
(
宙
飛
津

保
育
所
長
)

V
南
久
米
保
育
所
長

O
浅

野
小
寿
枝
(
新
谷
保
育
所
主
任
保
育
土
)

V
大
成
保
育
所
長

O
伊
達
と
も
子
(
肱

北
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
粟
津
保
育

所
長

O
三
井
喜
美
(
徳
森
保
育
所
主
任

保
育
士
)

V
上
須
戒
保
育
所
長

O
大
石

あ
い
(
大
洲
保
育
所
主
任
保
育
土
)

【
係
長
級
}

V
大
洲
保
育
所
主
任
保
育
士
村
上
玲

子
(
菅
田
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
肱

南
保
育
所
主
任
保
育
士

O
亀
井
ひ
と
み

(
菅
田
保
育
所
総
括
主
査
)

V
肱
北
保

育
所
主
任
保
育
士
家
野
美
恵
子
(
大

洲
愛
育
ホ
l
ム
児
童
福
祉
係
長
)

V
徳

森
保
育
所
主
任
保
育
士

O
三
瀬
喜
代
子

(
南
久
米
保
育
所
総
括
主
査
)

V
菅
田

保
育
所
主
任
保
育
士
二
宮
隆
子
(
大

成
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
菅
田
保
育

所
主
任
保
育
士

O
井
上
理
未
(
肱
南
保

育
所
総
括
主
査
)

V
大
成
保
育
所
主
任

保
育
土

O
和
田
章
子
(
三
善
保
育
所
総

括
主
査
)

V
新
谷
保
育
所
主
任
保
育
士

長
尾
幸
子
(
肱
南
保
育
所
主
任
保
育

士
)

V
新
谷
保
育
所
主
任
保
育
士

O
西

山
正
千
江
(
同
総
括
主
査
)

V
大
洲
愛

育
ホ
l
ム
児
童
福
祉
係
長

O
吉
岡
文
子

(
喜
多
保
育
所
総
括
主
査
)

V
大
洲
学

園
成
人
指
導
第
二
係
長
矢
野
笑
加

(同
成
人
指
導
係
長
)

【
総
括
主
査
】

V
大
洲
保
育
所
総
括
主
査

O
矢
畑
恵
美

子
(
同
主
査
)

V
大
洲
保
育
所
総
括
主

査
O
小
野
恵
子
(
同
主
査
)

V
肱
南
保

育
所
総
括
主
査

O
浜
田
公
子
(
同
主
査
)

V
喜
多
保
育
所
総
括
主
査

O
上
回
広
美

(
同
主
査
)

V
肱
北
保
育
所
総
括
主
査

O
清
中
祥
子
(
同
主
査
)

V
南
久
米
保

育
所
総
括
主
査

O
城
本
和
子
(
粟
津
保

育
所
主
査
)

V
菅
田
保
育
所
総
括
主
査

O
浅
野
満
利
子
(
同
主
査
)

V
新
谷
保

育
所
総
括
主
査

O
二
宮
早
苗
(
同
主
査
)

V
三
善
保
育
所
総
括
主
査

O
佐
々
木
富

子
(
新
谷
保
育
所
主
査
)

【
保
育
士
な
ど
】

V
喜
多
保
育
所
西
山
順
子
(
肱
北
保

育
所
)

V
喜
多
保
育
所
菊
地
亜
弥

(
大
洲
学
園
)

V
肱
北
保
育
所
谷
本

恵
美
(
喜
多
保
育
所
)

V
新
谷
保
育
所

梅
原
操
(
大
洲
学
園
)

V
大
洲
学
園

二
宮
早
苗
(
肱
南
保
育
所
)

V
喜
多
保

育
所
平
木
恵
美
子
(
菅
田
保
育
所
)

V
菅
田
保
育
所
白
木
睦
美
(
柳
沢
保

育
所
)

V
柳
沢
保
育
所
芝
田
み
ど
り

(
喜
多
保
育
所
)

大

洲

病

院

V
大
洲
病
院
検
査
室
技
術
専
門
員
兼
検

査
第
一
係
長

O
窪
地
厚
美
(
同
検
査
第

一
係
長
)

V
大
洲
病
院
婦
長

O
二
宮
朝

子
(
同
副
婦
長
)

V
大
洲
病
院
婦
長

O

田
丸
千
寿
子
(
同
副
婦
長
)

幼
稚
園
・
学
校

V
教
育
委
員
会
・
総
務
課
長
補
佐
兼
喜

多
幼
稚
園
主
任
教
諭

O
亀
井
民
子
(
喜

多
幼
稚
園
主
任
専
門
員
兼
主
任
教
諭
)

V
久
米
幼
稚
園
主
任
教
諭
福
住
一
栄

(
平
野
幼
稚
園
主
任
教
諭
)

V
平
野
幼

稚
園
主
任
教
諭
高
橋
育
子
(
久
米
幼

稚
園
主
任
教
諭
)

V
喜
多
小
学
校
中

野
則
子
(
肱
束
中
学
校
)

V
新
谷
小
学

校
平
塚
フ
キ
子
(
喜
多
小
学
校
)

V

肱
東
中
学
校
西
岡
文
子
(
新
谷
小
学

校
)

新

規

採

用

V
税
務
課
松
田
真
明
V
税
務
課
森
野

悟
志
V
建
設
課
河
野
英
二
V
都
市
整

備
課
仲
尾
和
彦
V
都
市
整
備
課
袖

岡
俊
宏
V
水
道
課
久
保
秀
樹
V
農
林

課
新
口
竜
史
V
大
洲
学
園
小
牧
直

美
V
肱
南
保
育
所
中
西
里
枝
V
粟
津

保
育
所
平
塚
美
由
記
V
教
育
委
員
会
・

総
務
課
中
島
稔
V
教
育
委
員
会
・
社

会
教
育
体
育
課
久
保
田
雅
也
V
図
書

館
山
本
昭
江
V
大
洲
幼
稚
園
二
宮

梓
V
大
洲
病
院
松
下
達
則
V
大
洲
病

院
井
上
恵
子
V
大
洲
病
院
今
岡
寿
恵
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対 象
高等学校、高等専門学校、専修学校(※対象となっていない学校あ

り)、 短期大学、大学(学部)、大学院の学生・生徒

通常 4~5 月

申込時期
家計の急変により、早急に奨学金が必要な場合は随時。(なお、進

学する前年の4月に進学後の奨学金を申し込むこともできます)

詳細は、在学している学校に照会してください。

申込先 申込時に在学している学校を通じて申し込み

奨学金の 第一種奨学金 無利子

種 類 きほう21ブラン奨学金 有利子 (3%を限度とする。在学中は無利子)

貸与期間 日本育英会が認めた月から標準修業年限の学業期まで

国 -公・ 私立、自宅通学・自宅外通学により異な

ります。

第一種奨学金 0 高校・専修 (高等課程) 17， 000~34， 000円
(無利子) 0 専修 (専門課程) ・短大 41 ， 000~56 ， 000円

貸与月額
0 大学 (学部) 41 ， 000~60 ， 000円
0 大学院 84 ，000~117 ， 000円

きほう21フラン
本人が次の月額から選択します。

コ主R将 ヴ~ー 金
0 専修 (専門課程) ・短大 ・大学(学部)

(有利子)
3 . 5・8・10万円

0 大学院 (修士課程) 5 . 8・10・13万円

奨学生の採用 学力や収入状況等を基に採用決定します。

あなたのキャンパスライフを

サポートします/

日本育英会奨学金制度

交付や返還方法など、制度の詳

細については、日本育英会まで。

ft03-3269-4261 
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職

V
総
務
部
長
東
孝
志
V
大
洲
病
院
事

務
長
兼
事
務
課
長
河
野
登
V
教
育
委

員
会
・
教
育
次
長
兼
総
務
課
長
笠
井

俊
郎
V
市
民
課
長
石
間
重
利
V
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
白

石
肇
V
大
洲
消
防
署
長
矢
野
漠
V
大

洲
消
防
署
消
防
課
長
森
本
吃
V
商
工

退

者

観
光
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
長
岡
勝
子

V
会
計
課
長
補
佐
官
原
一
子
V
社
会

福
祉
課
長
補
佐
兼
肱
北
保
育
所
長
細

川
征
子
V
社
会
福
祉
課
主
任
専
門
員
兼

庶
務
係
長
兼
女
性
係
長
福
桝
富
子
V

主
任
専
門
員
兼
徳
森
保
育
所
長
森
岡

孝
江
V
主
任
専
門
員
兼
南
久
米
保
育
所

長
石
山
幸
子
V
大
洲
保
育
所
長

二

宮
シ
ズ
子
V
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育

課
事
務
専
門
員
兼
学
校
教
育
係
長
佐
々

大
洲
地
区
広
場
消
防
事
務
組
合

平

成

十

二

年

度

人

事

異

動

O
は
昇
任
、
(
)
は
旧
任
で
す
o

v消
防
長
・
消
防
監

O
森
克
己
(
同
・

消
防
司
令
長
)

V
消
防
本
部
次
長
兼
大

洲
消
防
署
長
・
消
防
司
令
長

O
山
鬼
守

平
(
総
務
課
長
・
消
防
司
令
)

V
総
務

課
長

O
徳
田
隆
安
(
総
務
課
長
補
佐
兼

人
事
教
養
係
長
)

V
消
防
課
長
心
得
。

吉
岡
淳
二
郎
(
長
浜
支
署
長
)

V
紡
災

課
長
補
佐
兼
予
防
係
長
・
消
防
司
令

O

松
本
秀
幸
(
内
山
支
署
長
・
消
防
司
令

補
)

V
消
防
課
長
補
佐
・
消
防
司
令

O

菊
池
豊
(
同
・
消
防
司
令
補
)

V
内
山

支
署
長
・
消
防
司
令

O
幸
野
晴
夫
(
消

防
課
長
補
佐
・
消
防
司
令
補
)

V
総
務

課
長
補
佐
兼
人
事
教
養
係
長

O
宮
本
辰

生
(
総
務
課
主
任
専
門
員
兼
総
務
係
長

兼
庶
務
係
長
)

V
長
浜
支
署
長

O
大
野

伸

一
(
防
災
課
消
防
係
長
兼
消
防
課
主

任
専
門
員
兼
消
防
係
長
)

V
防
災
課
救

急
救
助
係
長
兼
消
防
課
長
補
佐

O
嘗
川

幅
光
(
防
災
課
救
急
救
助
係
長
兼
消
防

課
事
務
専
門
員
兼
救
急
救
助
係
長
)

V

防
災
課
主
任
専
門
員
兼
危
険
物
係
長

[消
防
課
勤
務

]
O富
永
修
身
(
防
災

課
事
務
専
門
員
兼
危
険
物
係
長
)

V
消

防
課
主
任
専
門
員
兼
防
災
係
長

O
宮
本

修
一
(
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
防
災
係

長
)

V
消
防
課
主
任
専
門
員
兼
指
導
係

長
O
増
田
勇
雄
(
消
防
課
事
務
専
門
員

兼
指
導
係
長
)

V
川
上
支
署
長

O
芝
田

隆
(
川
上
支
署
長
心
得
)

V
総
務
課
事

務
専
門
員
兼
総
務
係
長
兼
庶
務
係
長
兼

企
画
広
報
係
長
守
田
嘉
洋
(
総
務
課

事
務
専
門
員
兼
企
画
広
報
係
長
)

V
防

災
課
消
防
係
長
兼
消
防
課
事
務
専
門
員

兼
消
防
係
長
成
見
二
三
一
(
防
災
課

事
務
専
門
員
兼
予
防
係
長
)

V
消
防
課

指
導
係
長
・
消
防
司
令
補

O
藤
津
光
教

(
同
・
消
防
士
長
)

V
川
上
支
署
消
防

係
長
兼
救
急
救
助
係
長
・
消
防
司
令
補

O
富
田
秀
克
(
同
・
消
防
士
長
)

V
内

山
支
署
消
防
係
長
兼
救
急
救
助
係
長
・

消
防
司
令
補

O
久
保
広
文
(
同
・
消
防

士
長
)

V
消
防
課
救
急
救
助
係
長
・
消

防
司
令
補

O
山
本
伸

一
(
同
・
消
防
士

長
)

V
消
防
課
救
急
救
助
係
長

O
大
西

善
文
(
消
防
謀
総
括
主
査
)

V
内
山
支

署
総
括
主
査
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消
防
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長
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長
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庄
造
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消
防
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長
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V
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山
支

署
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消
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洲
病
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総
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院
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史
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長
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V
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謀
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括
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司
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井
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査
)
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防
課
総
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主
査
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後
藤
茂
(
同
主
査
)

V
消
防
本
部
付

総
括
主
査
[
愛
媛
県
派
遣
]

・
消
防
士

長

O
末
蹟
英
二

(
消
防
課
主
査
・
消
防

副
士
長
)

V
消
防
課
主
査
・
消
防
士
長

O
大
野
真
弘
(
同
・
消
防
副
士
長
)

V

長
浜
支
署
主
査

O
蔦
奥
克
利
(
向
上
級

主
事
)

V
内
山
支
署
・
消
防
副
士
長

O

河
井
誠
(
同
・
消
防
士
)

V
川
上
支
署
・

消
防
副
土
長

O
高
木
富
重
(
同

・
消
防

士
)

V
川
上
支
署
・
消
防
副
士
長

O
高

本
金
充
(
同
・
消
防
士
)

V
消
防
課

城
戸
正
人
(
内
山
支
署
)

【
新
規
採
用
】

V
消
防
本
部
付
西
岡
治
V
消
防
本
部

付

二
宮
啓
彰
V
消
防
本
部
付

山

崎

陽
平
V
消
防
本
部
付
大
野
智
史
V
消

防
本
部
付
伊
達
稔

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
を

〈
ら
し
の
な
か
に
(
六
)

日

ん

し

さ

ベ

つ

げ

ん

じ

っ

し

本
市
で
は
、
差
別
の
現
実
を
知
り
、

じ
ん
け
ん
そ
ん
ち
ょ
う

差
別
の
な
い
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま

す
す

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ

す

い

し

ん

じ

ゅ

う

よ

う

れ
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な

ひ

と

へ

ん

け

ん

こ
と
の

一
つ
に
「
偏
見
」
を
な
く
し

あ

て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

偏
見
と
は
、
事
実
で
な
い
こ
と
を
、

あ
た
か
も
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に

お

も

こ

思
い
込
む
こ
と
で
す
。

と

く

て

い

ひ

と

い

だ

あ
る
特
定
の
人
に
偏
見
を
抱
く
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
に
つ
い
て
よ

ま

え

た

い

く
知
る
前
に
、
そ
の
人
に
対
し
て
と

る
べ
き
態
度
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と

い

み

を
意
味
し
ま
す
。

す
っ
ね
ん
ま
え
ど
う
わ
き
ょ
う
い
く
け
ん
き
ゅ
う
た
い
か
い

数
年
前
、
同
和
教
育
研
究
大
会
の

ぶ

ん

か

か

い

か

た

き

い

き

ん

さ

ベ

つ

分
科
会
で
、
あ
る
方
が
「
最
近
差
別

事
象
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

も

ん

だ

い

お

ま
だ
ま
だ
小
さ
な
問
題
は
起
こ

っ
て

い
ま
す
。
」
と
言
っ
て
次
の
よ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
年
寄
り
の
方
の
中
に
は
、
お
孫

さ
ん
や
お
子
さ
ん
に
対
し
て
「
あ
そ

む

し

こ
か
ら
向
こ
う
へ
行
っ
て
は
い
け
な

あ
そ

い
よ
。
」
『
あ
の
子
と
遊
ん
だ
ら
い
け

ん
よ
。
』
な
ど
と
発
言
さ
れ
る
方
が

そ

っ

ち

よ

く

し

あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
率
直
に
意

け

ん

こ

た

き

見
や
答
え
を
聞
き
た
が
る
も
の
で
す

り
ゅ
う

か
ら
、
そ
の
理
由
を
聞
き
ま
す
が
、

理
由
が
は
っ
き
り
言
え
な
い
の
で
、

『
や
か
ま
し
い
こ
と
言
わ
い
で
え
え

No.259 

人
権
と
同
和
教
育

の
、
行
き
さ
え
せ
な
ん
だ
ら
え
え
じ
ゃ

な
い
か
。
」
と
言
っ
て
逃
げ
る
。
子

ぎ

も

ん

か

ん

ど
も
さ
ん
は
そ
れ
に
疑
問
を
感
じ
て
、

せ
ん
せ
い

「
先
生
、
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
こ

う
こ
う
言
、
つ
ん
で
す
が
、
な
ん
で
で
す

か
。
」
と
学
校
へ
持
ち
込
ん
だ
り
し

ま
す
。

か

る

き

も

お
年
寄
り
の
方
は
、
軽
い
気
持
ち

で
そ
う
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
で

は

や

あ

た

ま

き

か

し
よ
う
が
、
早
く
頭
を
切
り
替
え
て

お
も

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

お

と

な

か

で

い

こ
の
よ
う
に
、
大
人
が
家
庭
の
中

さ

ベ

っ

し

ん

う

で
子
ど
も
に
偏
見
や
差
別
心
を
植
え

つ
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ

と

ば

た

い

ど

あ

ら

わ

と

き

偏
見
が
言
葉
や
態
度
に
表
れ
た
時
、

他
者
の
人
権
を
侵
害
す
る
差
別
と
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、
「
偏
見
は
差
別

う

じ

よ

ち

よ

う

を
生
み
、
差
別
は
ま
た
偏
見
を
助
長

カ
ん
け
い

す
る
」
と
い
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。

じ

だ

い

み

ま

わ

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
身
の
回
り
の

み

由

、

っ

か

偏
見
を
見
抜
き
、
偏
見
に
打
ち
勝
つ

ち
か
ら

力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
学
習
に
よ
っ
て
得
ら

と
お

れ
ま
す
。
学
習
を
通
し
て
、
身
の
固

た

だ

ゅ

う

き

り
に
あ
る
偏
見
を
正
し
て
い
く
勇
気

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

11 
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平成12年 3月27日までに

皆様か5お寄せいただいた

復元のための募金額は、

140，958，589円です。

かおら甑

復元木洲城

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係 ft@2111 (内線222)

実
施
設
計
進
行
中
f

l
史
料
分
析
を
探
る

1

現
在
大
洲
市
で
は
大
洲
城
天
守
閣

復
元
に
向
け
、
実
施
設
計
を
進
め
て

い
ま
す
。
実
施
設
計
で
は
、
史
実
に

忠
実
な
天
守
閣
を
復
元
す
る
た
め
に
、

基
本
設
計
段
階
よ
り
も
詳
細
な
天
守

閣
の
デ
1
タ
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
デ
l
タ
に
は
、
今
年
一
月

ま
で
実
施
し
て
き
た
発
掘
調
査
の
デ
l

夕
、
ま
た
、
大
洲
城
に
関
す
る
史
料

に
よ
る
デ
l
タ
な
ど
が
反
映
さ
れ
ま

す。
今
号
で
は
大
洲
城
に
関
す
る
史
料

の
う
ち
、
明
治
初
期
に
対
岸
の
肱
川

緑
地
公
園
付
近
か
ら
撮
影
さ
れ
た
古

写
真
と
、
本
丸
東
側
か
ら
撮
影
さ
れ

た
古
写
真
に
焦
点
を
当
て
、
大
洲
城

天
守
閣
の
高
さ
・
大
き
さ
な
ど
を
分

析
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
ま
す
。

C
G
で
解
析
f

凡
晴
厚
国
ゆ
嶋
崎
位
置
岬
判
明
M
川

古
写
真
か
ら
大
洲
城
の
デ
l
タ
を

頃
分
析
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
撮
影
位

が

置
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

M
そ
の
た
め
に
は
、
古
写
真
を
撮
影
し

さ
た
場
所
と
思
わ
れ
る
辺
り
か
ら
、
実

融

莫

ら

可

写古

ヵ

:

近

、

い川

斗
リ

A
C
 

園

影
公

撮

地

ら
緑

川

摘
出

脚

東

丸

企

本企

際
に
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
写
真
か
ら
現
在
の
天
守
台

石
垣
・
現
存
す
る
二
櫓
(
台
所
・
高

欄
)
な
ど
と
の
位
置
関
係
(
角
度
な

ど
)
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
行
い

ま
す
。
こ
の
作
業
で
活
躍
す
る
の
が

C
G
(
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
)
で
す
。
現
露
呈
具
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
取
り
込
み
、

C
G
で
古
写
真
と

の
照
合
を
行
う
の
で
す
。
古
写
真
は

明
治
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
レ
ン
ズ
に
ひ
ず
み
の
あ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

を
う
ま
く
調
整
し
な
が
ら
、
現
況
写

真
と
古
写
真
と
の
正
確
位
置
関
係
・

高
さ
関
係
の
分
析
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
判
明
し
た
古
写
真
の

撮
影
位
置
が
図

I
で
す
。
緑
地
公
園

付
近
か
ら
の
撮
影
場
所
は
、
天
守
聞

か
ら
約
二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

河
原
で
、
標
高
は
約
十
二
メ
ー
ト
ル

の
地
点
で
す
。
(
撮
影
場
所
A
)
ま
た
、

本
丸
東
側
か
ら
の
撮
影
場
所
は
台
所

櫓
ま
で
約
四
十
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

で
す
。
(
撮
影
場
所

B
)
こ
の
撮
影

位
置
の
確
定
を
経
て
、
さ
ら
に
天
守

閣
の
高
さ
・
大
き
さ
を
正
確
に
解
析

し
ま
す
。
(
図

E
参
照
)

な
お
、
天
守
閣
の
最
高
部
の
高
さ

は
今
も
詳
細
な
分
析
作
業
中
で
す
が
、

十
九

・
O
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
さ

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の

C
G
解
析
を
経
て
、
平

成
十
二
年
度
い
っ
ぱ
い
で
、
史
実
に

忠
実
な
天
守
閣
の
実
施
設
計
を
完
成

さ
せ
ま
す
。

12 

図I



• 

号〉 卒業記念にコイの放流

卒業を間近に控えた大洲小学校の6年生54人ガ、肱川にニシ
キゴイを放流しました。約500匹のコイは、肱南地区コミュニティ
推進委員会ガ、卒業の思い出づくりにと提供したもの。最後に、
子どもたちを代表して、柁原心太郎くんガ I放流したコイの成長
ガ楽しみ。これまで以上に肱川の自然を大切にしたいです斗と力
強くお礼の言葉を述べました。

せいよ

これからは『西予』を名乗ります
雪1 乍、C::J!

'"'{fo 、

八幡浜市、大洲市、喜多 ・西宇和・東宇和郡の2市13町 1村で構
成する八幡浜 ・大洲地区広域市町村圏組合では、独自性と一体感を
持たせるため、圏域を 『西予』と呼ぶことになりました。皆さんも、
ぜひ西予と呼んでください。

とみす寮の落成式

特別養護老人ホーム陀こみす集jの落成式か.行われ、桝田市長ら

か.テープカットを行いました。大洲市では、とみす寮を高齢者福祉

の拠点施設として、安心で住みよい福祉のまちづくりを目指します。

，
守
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主

4
3主
主

5
0
主
主
主
手
存
主
主
主
主
主
主
主

4
3
5主
主
主
主
手
主
主
主

4‘

はじまる/臥龍の渡し

川面から大洲の春を満喫!今年も臥龍の渡しがはじまりました。
5月末までの土曜 ・日曜・祝日に、如法寺河原~臥龍山荘 (約300
m)を運行しています。渡し船からの眺めも格別ですよ。

守bあなたの取り付けは大丈夫?

大洲警察署員と安全協会、母の会会員ガ、チャイjしドシート使用の
指導と着用状況の点検を行いました。シートは取りつげか.不十分だと
危険です。大切な子どもの命を守るために、今 度ご確認ください。

13 
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保健センターをま@0310

いきいき

Li{e 
あなたの健康を

サポートします

大洲保健所会@3165

|日曜・祝祭日の当番医|

5月3日 沢井小医院(中村)

休) ft24-7530 

5月4日 亀井小医院(東大洲)

(木) ft24-3757 

5月5日 松尾産婦医院(中村)

幽 ft24-5803

5月 7日 清家産婦医院(東大洲)

(日) ft24-6868 

5月14日 池田泌医院(東大洲)

(日) ft24-3100 

5月21日 泉内医院(東大洲)

(日) ft24-6407 

検
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
は
、
検
診
を
受
け
て
い
ま
す

か
?
自
分
の
か
ら
だ
を
過
信
し
て
い
た

り
、
忙
し
さ
な
ど
を
理
由
に
検
診
を
受

け
て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。

検
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
ま
た
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
チ
ャ
ン
ス
に

も
な
り
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
変
わ
る

体
の
機
能
を
調
べ
、
今
後
の
健
康
管
理

に
役
立
て
る
た
め
に
も
、
検
診
を
き
ち

ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

-R成
人
病
・
結
核
検
診
・
肺
・
胃
・
大

腸
・
婦
人
が
ん
検
診

O
菅
団
連
絡
所
(
婦
人
が
ん
検
診
を
除
く
)

5
月
9
日

ω・
叩
日
附
・

日
日
同

O
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

5
月
お
日
同
・
お
日
幽

-m日
開
・

初
日

ω
-R婦

人
が
ん
検
診

O
南
久
米
連
絡
所

5
月

9
日

ω

O
平
野
連
絡
所

5
月
げ
日
嗣

-m日
同

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

救急当番病院

月 ・火曜日

日

木~日曜日

曜71く

大

洲

保

健

所

大
洲
保
健
所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
予

約
が
必
要
で
す
。

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
}

O
第
1
・
3
火
曜
日

日

時

1
日
時

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第
3
火

曜

日

日

時

1
日
時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

目

時

i
U
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

0
第
3
金

曜

日

日

時

1
日
時

【
思
春
期
保
健
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

日

時

j

M
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

0
5
月

口

日

附

日

時

j
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

0
5
月
日
日
岡

市
立
大
洲
病
院
日
時
j

U
時

A
コ
l
プ
お
お
ず

(
オ
ズ
メ
ツ
セ
)

日
時
却
分
j

m
時
加
分

五
月
新
刊
案
内

勝

負

の

分

か

れ

目

下

山

進
著

サ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
浦
山
重
郎
著

S
E
の
た
め
の
ラ
ク
ラ
ク
英
語
活
用

中

島

康

著

日
本
に
お
け
る
陽
明
学
吉
田
公
平
著

古
文
書
入
門
歴
史
教
育
者
協
議
会
編

四
国
花
の
山
へ
行
こ
う
愛
媛
新
聞
社
編

ジ
ョ

ー
ク
で
さ
ら
ば
加
世
紀落

合
信
彦
著

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
探
検
記
向
田
昇
著

子
ど
も
デ
ー
タ
バ
ン
ク
激
変
す
る
日
本

の

子

ど

も

村

山

士

郎

著

別
れ
る
夫
婦
別
れ
な
い
夫
婦

渥
美
雅
子
・
渥
美
剛
治
著

母

性

崩

壊

林

道

義

著

介
護
の
あ
し
た
信
濃
毎
日
新
聞
社
編

長
期
不
況
の
謎
を
さ
ぐ
る篠

原
三
代
平
著

金
利
上
昇
/
さ
あ
ど
う
す
る西

野
武
彦
著

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
革
命日

野
公
三
著

家

族

漂

流

記

西

山

明
著

お
茶
は
な
ぜ
体
に
よ
い
の
か

黒
田
行
昭
・
原
征
彦
共
著

サ
バ
ン
ナ
の
話
を
し
よ
う
神
戸
俊
平
著

ド
イ
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
春
日
井
道
彦
著

お
う
ち
で
イ
ベ
ン
ト
ク
ッ
キ
ン
グ

脇

雅

世

著

春

だ

も

の

咲

く

さ

松

田

輝

雄

著

聡
明
な
女
は
婦
、
ぴ
ず
、
甘
え
ず
、
諦
め

ず

。

永

島

玉

枝

著

男
の
道
楽
ロ
カ
月
の
週
末
菜
園

高

橋

保

著

ょ
う
こ
そ
、
サ
ッ
カ
ー
の
惑
星
へ

大
住
良
之
著

た
の
し
い
イ
ラ
ス
ト
・
カ
ッ
ト
集

14 

は
つ
ぴ
い
食
キ
ヤ
ラ
著

さ
よ
う
な
ら
私
の
二
十
世
紀石

井
好
子
著

ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
文
書
と
会
話

東
錦
肇

・
李

雲

著

明
日
を
う
た
う
|
命
あ
る
限
り

三
浦
綾
子
著

ゆ

め

う

つ

つ

草

紙

原

因

宗

典

著

さ
い
は
て
の
二
人

鷲

沢

蔚

著

金

輪

際

車

谷

長

吉

著

瀬
戸
内
を
泳
ぐ
魚
の
よ
う
に
上
・下

雲
井
瑠
璃
著

槍

ヶ

岳

幻

の

追

跡

梓

林

太

郎

著

詩

小

説

阿

久

悠

著

M

馳

星

周

著

硫

黄

島

黒

川

創

著

エ

ン

ジ

ェ

ル

石

田

衣

良

著

斑

鳩

宮

始

末

記

黒

岩

重

吾

著

A
2
Z

山
田
詠
美
著

消

え

た

人

達

北

原

直

以

子

著

彼

女

の

プ

レ

ン

カ

中

上

紀

著

ユ

ウ

清

涼

院

流

水

著

現

在

を

生

き

よ

う

鈴

木

光

司

著

嘘

ば

っ

か

り

川

崎

洋

著

よ

り

ぬ

き

徒

然

草

兼

好

著

あ

し

た

見

る

夢

瀬

戸

内

寂

聴

著

知

的

生

活

を

求

め

て

渡

部

昇

一
著

破
局

K
-
テ
キ
シ
エ
著

は
て
し
な
き
荒
野

G
・
グ
ラ
ス
著

新
訳
チ
ャ
タ
レ

l
夫
人
の
恋
人

D
-
H
・
ロ
レ
ン
ス
著

生
涯
学
習
講
座
に
つ
い
て

例
年
図
書
館
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
生
涯
学
習
講
座
を
、
本
年
度
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
次
号
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
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第
8
回

ゴ
ミ
ゼ
ロ

5
3
0
運
動

や
っ
て
み
よ
う
工
ゴ
ラ
イ
フ
f

暮
ら
し
の
な
か
で
、

地
球
を
守
ろ
う

市
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
に
対
す
る
思

い
や
り
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
今
年

も
5
3
0
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
緑
地
公
園
を
主
会
場
に
、

肱
川
沿
い
の
空
き
缶

・
ゴ
ミ
の
回
収
を

行
い
、
肱
川
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
企
画
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
日
時
】

5
月
幻
日
間

午
前
9
時
j

{
集
合
場
所
】
緑
地
公
園

{
開
催
場
所
】
肱
川
沿
い

{
持
参
品
}
手
袋
、
ご
み
袋
な
ど

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

附
大
洲
青
年
会
議
所
内
大
洲
の
環

境
を
よ
く
す
る
連
絡
協
議
会

8
@

7
1
0
7
 

愛
媛
県
指
定
標
準
米
の
設
定

内
容
の
変
更
に
つ
い
て

愛
媛
県
指
定
標
準
米
の
設
定
内
容
が

次
の
と
お
り
、
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

(有)南予水道住設

庖

ft24-4410 

(布星 加 水道設備

ft25-1350 

道水藤佐

5月3日(水j

5月4日(水)

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{
設
定
日
】
平
成
ロ
年
3
月
1
日

{
目
安
価
格
】

3
3
7
5
円

[
精
米
正
味

m匂
当
た

り
税
込
価
格
/
た
だ
し
袋
代
を
含
む
]

{
原
料
構
成
}

0
3
類
相
当
品
種
(
あ
き
た
こ
ま
ち
、

こ
い
ご
こ
ろ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
)
却
%

0
5
類
相
当
品
種
(
ひ
め
の
ま
い
、
コ

ガ
ネ
マ
サ
リ
、

日
本
晴
な
ど
)
刊
%

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
庁
農
林
水
産
部

農
産
園
芸
課
食
糧
係

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

受
講
生
募
集
f
え
ひ
め
地
域

工
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

愛
媛
県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
生
涯
学
習
の

一
環

と
し
て
、

『
え
ひ
め
地
域
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
』
(
旧
え
ひ
め
地
域

女
性
大
学
)
を
大
洲
市
で
開
講
し
ま
す
。

県
内
に
在
住
す
る
四
歳
以
上
の
人
な
ら
、

男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
。ぜ

ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

{
募
集
期
間】

5
月
四
日
幽
1
6
月
2
日
幽

ft26-0020 

側

ft24-5351 

田

備

業

庖

合 25-0 9 0 1 

庖

申

告 24 -5 9 1-4 

ft25-4023 

設

工

道

号尺a

目又

商

建

電

7k 

森

田

丸(有)

西

上

徳、

滝

5月5日幽

5月6日(土)

※
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
0
8
9
・
9
2
6
・
1
6
3
3

検
定
試
験
の
ご
案
内

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

-
商
業
英
語

受
付
期
間

4
月
初
日
1
5
月
日
日

試

験

日

6
月
4
日
間

-
簿
記

受
付
期
間

4
月
H
日
j

5
月
日
日

試

験

日

6
月
日
日
間

-
珠
算

受
付
期
間

5
月
8
日
1
5
月
白
日

試

験

日

6
月
お
日
同

※
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
包

@
4
1
1
ー
ま
で
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
企
画
展

幻
の
女
流
画
家
「
河
崎
蘭
香
」
展

4
月
白
日
ω
1
5
月
7
日
間

V

「
わ
た
し
の
愉
し
み
」
小
品
展

5
月
9
白
川
W
1
5
月
U
日
刷

V

「
花
・
彩

H
」

大
塚
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

5
月
凶
日
附

1
5
月
お
日
同

会 26-0265

t精

ft24-2216 

淳 山 水道工事庖

(有)いの水道設備

予 屋 住設

ft24-2541 

(布内田電気水道設備

合 24 -3 783 

ft24-2583 

三/u
員又原(有)

イ安

5月7日(日)

5月13日仕)

5月14日(日)

ft25-2858 

V
功
吉
窯
作
陶
展

5
月
初
日
例
j

6
月
4
日
同

※
展
示
時
間

叩
時

1
げ
時

最
終
日
は
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公

@
1
2
8
1

平
成
昭
年
度
国
家
公
務
員

採

用

試

験

日

程

[大学卒業程度]

試験の種類
申込受付期間

第 1次試験日
郵送受付 持参受付

国家公務員採用 I種試験 6月11日(日)

国家公務員採用E種試験 4月4日(1j 5月1日(月) 7月2日(日)

国税専門宮採用試験 ~ ~ 6月17日出

労働基準監督官採用試験 5月11日同 5月11日休)6月17日・18日

法務教官採用試験 6月17日出

航空管制官採用試験 7 月 27 日 (木)~ 8 月 10 日(対 9月24日(日)

※詳しい内容については 人事院四国事務局第二課試験係 ft(087)831-4765 

岡福水道 工 事 庖

設備

所

産

イ蒲

ft24-3656 

ft25-4107 

ft25-0300 

ft25-2197 

南

工

胆

ダ

主失

田

ク

塚

西

オ(有)

(~紛

大

神

5月20日仕)

5月21日(日)

吾川4

員又

ft25-4684 

(槻設建央中5月27日出

じんくんのワンポイント・アドバイスりゅう
ゐ 必

て翠~

ft24-3556 

所工鉄保久

コードやフ。ラグは誤った使い方をす

ると、火災発生の原因になりま菅。

たこ足配線していませんか?

ほこりガたまっていませんか?

定期的な点検をこころガけましょう。

ft26-0537 

所

(有)菊地浄化槽センター

ft24-4122 

ft24-0013 

鉄 工回府)神5月28日(日)

15 
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内
キ目 談 内 笥rデで司 日 時 など 場 所 など 聞い合わせ先

交通 事 故相談 5 月 8 日開/10時~ 1 5時 市役所 2階会議室 総務財政課父通安全係

(愛媛 県) 5 月 25日(木V1 0時~ 1 5時 市役所 3階会議室 合⑪21 1 1 (内線 32 3 ) 
人 4霊 相 談 5 月 1 5日伺)/ 1 0時~ 1 5時 柳沢公民館

急ぐときは法務局 ft@4155 
(法務省) 5 月 1 9日働/10時~15時 市役所3階会議室

イ'ヲー 政 キ目 談
5 月 23日例/ 9 時~ 1 2時 市民会館 3階会議室

ft@4 2 9 4 (辻)
(総務庁) 急ぐときは 2⑪ 5 0 7 2 (山本)

市民法律相談
5 月 20日目/ 1 0時~ 1 6日寺

市民会館会議室
※予約が必要。総務財政課行政係

合⑪ 21 1 1 (内線328)

社会保険相談
5 月 8 日但)/ 1 0時~ 1 6時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

5 月 1 8目的/10時~ 1 6時 合 089・925・51 0 5 
不動産無料相談 5 月 1 5日伺)/ 9 時~ 1 6時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 ft@4 4 5 2 
定期税務相談 5 月 1 2日樹/10時~ 1 5時 大洲商士会議所 大洲税務署 8⑪ 3 1 1 5 

一般相談 毎週月 ・水 ・金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センター1階)

社会福祉協議会合@O3 1 3 
相 談 l 介護相談 毎週木曜日

電話相談 10時~ 1 2時、 1 3時~ 1 6時 (直通)ft⑮ 56 2 9 
家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 合⑪21 1 1 (内線 172)

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 2⑪ 6 1 0 0 
何 で も 相 談 大洲福祉会館 8⑮o 947 
青少年相 談 電 話 毎日の執務時間中 合@7830 青少年センター

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 合@1414 国立大洲青年の家

案と
-噂時L

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

夫
羽
市
@
館
盛

昭
和
二
十
九
年
九
月

一目
、
一
町
九
村
が
合
併
し
、
愛
媛
県
で

七
番
目
の
市
と
な
る
大
洲
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

地
元
紙
は
、
こ
の
日
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
ま
す
。

「
喜
多
郡
旧
大
洲
町
ほ
か
九
力
村
四
万
七
千
人
の
町
村
民
は
、

一

日
を
期
し
て
大
洲
市
民
に
再
生
、
地
上
か
ら
消
え
去
る
お
ら
が
村
、

お
ら
が
町
に
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
新
し
い
時
代
の
息
吹
に
ふ

れ
、
〈
王
市
民
は
新
し
い
感
激
に
ひ
た
っ
て
い
る
。

:
・
部
落
の
そ
こ

か
し
こ
に
さ
さ
や
か
な
祝
宴
の
風
景
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
大
洲
市

は
和
や
か
な
誕
生
ぷ
り
だ
っ
た
。
」

16 

大洲市内の交通 事故

3月末現在 昨年同期

件数 6 6 6 6 

負傷者 9 2 8 4 

死者)内は対前月比b

市民の動き

平成12年3月31日現在

39，039人 (-335) 出生 34人 (+6) 

18，602人 (-183)死亡 40人 (-8) 

20，437人(-152) 

14，304世帯(-87)( 

人口

男

女

明帯数

固定資産税 1期

軽自動車税

納期は 5月31日です

今月の納税は
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